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Starburst銀河における分子雲の物理状態を調べる為に、野辺山ミリ波干渉計を用いて、Leo-Tripletの 1つとし
て知られる近傍の starburst銀河 NGC 3628の中心領域のHCN(1-0)、HCO+(1-0)輝線及び 3 mm 連続波同時観
測を行った。HCN、HCO+輝線の観測は、高密度分子ガス円盤 (半径 160 pc)が中心領域に存在する事を明らか
にした。CO(1-0)(Irwin & Sofue 1996)の観測と比較して得られた円盤領域のHCN/CO輝線強度比は約 0.048で
あった。HCN/CO輝線強度比は、「全分子ガス中に含まれる高密度分子ガスの割合」を示唆する値と考えられて
いる (Kohno et al. 1999)。この値は、典型的な starburst銀河 NGC 253 の値 (0.15)に比べ有意に低く、我々の
銀河の値 (0.06)にむしろ近い。また観測された 3 mm 連続波と COの強度から評価した星形成効率は NGC 253
より一桁も下回る。その一方で活発な超新星活動を示唆するX線の kpc-scale outflowの存在からNGC3628 は、
高密度ガスを星形成に使いつくして starburstが終息に向かっている銀河であると考えられる。
銀河の長軸に沿った位置=速度図を使って空間的に分解できなかった円盤の内部構造を調べてみると、全体に
広がった構造を示唆する HCNに対して、HCO+ の構造は中心集中の構造を示唆していた。この事は円盤内で、
HCO+/HCN輝線強度比が変化している事を示している。HCO+/HCN輝線強度比は「分子雲の電離を引き起こ
す超新星活動と関係する可能性」が指摘されている値 (Nguyen-Q-Rieuet al. 1992) であり、その値は 1.3 であっ
た。これは NGC 253での値 (∼ 0.87)より大きくM82に近い (∼ 1.6)。M82 は 「X線の kpc-scale outflowを持
つ、低いHCN/CO輝線強度比」というNGC 3628と良く似た特徴を持つ銀河である (starburstが終息に向かっ
ている可能性がある)。以上の事から、HCO+/HCN輝線強度比は、starburstの進化段階を調べる上で有効な手
段となる可能性がある。


